
○海外植物遺伝資源のアクセス強化 
 我が国の新品種開発に資する有用な海外植物
遺伝資源の特性の解明、新規海外植物遺伝資源
の探索・収集等を行う二国間共同研究を推進。 

 

○共同育成を通じた海外植物遺伝資源の利
活用促進 
 現地で中間母本の育成等を行い、現状では導入
が難しい、重要な育種素材を導入するための環境
を整備。 
 

○国内植物遺伝資源ネットワークの構築 
公的研究機関、大学等が有する植物遺伝資源
のネットワークを構築し、植物遺伝資源情報等に民
間等が効率的にアクセスできる環境を整備。 

 
 

 国内農業の競争力強化に資
する新品種を開発するために
は、育種素材となる多様な海
外遺伝資源の確保が必要。 

 

 途上国を中心に遺伝資源に
対する権利意識が高まり、我
が国の民間企業等が海外か
ら遺伝資源を導入することが
難しくなりつつあるため、我が
国が海外遺伝資源にアクセス
するための取り組みの強化が
求められている状況。 

 

 民間活力を最大限に活用し
て新品種を開発するためには、
民間事業者のニーズを踏まえ、
海外からの新たな遺伝資源の
導入を加速するとともに、これ
らの持つ有用形質等を速やか
に解明する必要。 

海外植物遺伝資源の民間等への提供促進 

背景と課題 委託研究プロの主な内容 目指す姿 

我が国の「強み」を発揮
する新品種で食市場を
拡大 

「攻めの農林水産業」に
資する画期的な新品種
の開発を促進 

 遺伝資源及びその有
用形質情報等の提供、
国内機関の連携による
遺伝資源情報の提供
促進を通じて、民間等の
育種ビジネスを支援 

植物遺伝資源 
データネットワーク 

大学等 

国研 

公的研究 
機関 
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